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研究成果の概要（和文）： 本研究は、明治期に誕生し、楽譜を介在させることなしに伝承が行なわれてきている浪曲
の三味線演奏をめぐり、現時点で伝承され、また使用されている諸旋律型を整理した上で、史的変遷をふまえて演奏の
ありかたの展開を明らかにすることを目的とした。
 研究の結果、第一に、現在伝承されている浪曲三味線の旋律型の種別は、浪曲の二大様式、すなわち「関東節」と「
関西節」では異なっていること、第二に、20世紀初頭の録音にも見られる演奏様式の特徴を受け継ぎながら、時代の推
移とともに、現在伝承されている諸旋律型が形成されたと考えられることが、導き出された。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research was to explore the melodic patterns and the performa
nce style of the shamisen in roukyoku, as handed down orally since the Meiji period without using any nota
tion, from the viewpoint of the historical change.
 The research showed, firstly, that the melodic patterns of the shamisen in roukyoku as currently handed d
own are different in the two major styles of roukyoku, i.e. "Kantou-bushi" and "Kansai-bushi", and secondl
y, on the basis of recordings available since the early 20th century, that the melodic patterns in  use to
day seem to have developed gradually over the last 100 years.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)本研究以前には，浪曲の三味線演奏に関し
て，音楽学的な分析は全くと言っていいほど
行なわれてこなかった。 
(2)本研究以前には，浪曲が誕生して一世紀以
上のあいだに，演奏様式がどのように変遷し
てきたかという観点からの研究は行なわれ
てこなかった。 
(3)浪曲とその三味線演奏に譜面が使用され
ず，演奏が現場での即興性を有すること，ま
た，個人個人によって演奏様式が少なからず
異なることの二点は，(1)(2)を困難にしてきた
要因だと考えられた。 
以上の状況をふまえ，記録という意味での
採譜を行なった上で，様式の史的変遷をふま
えた浪曲三味線の「手」(旋律型)の音楽学的
研究を行おうと考えた。 
 
２．研究の目的 
 以下の三点を目的とした。 
(1)現時点での浪曲三味線演奏で使われうる
旋律型の基本形にあたるものを整理し，体系
化すること。 
(2)それぞれの旋律型について，史的展開のあ
りようを探ること。 
(3)(1)(2)を総合させ，浪曲の三味線演奏がど
のような史的変遷を経てこんにちに至って
いるかの一端を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
(1)複数の曲師（浪曲三味線奏者）の師匠に
旋律型を教授していただく稽古を重ねるこ
とにより，諸旋律型を習得した(フィールド
ワークに基づく諸旋律型の身体化)。 
(2)諸旋律型を実際の舞台でどのように使用
しうるのかについて，浪曲と三味線，両方の
師匠方から聞き取りを行い，採取した旋律型
をめぐる理論形成に反映させた(インフォー
マルなインタビュー)。 
(3)筆者自身が曲師として舞台でそれら諸旋
律型を用いた演奏を行ない，事前・事後の浪
曲師との会話から諸旋律型の可変性につい
て考察し，その結果もふまえて諸旋律型を五
線譜に起こした(採譜の形での客体化，記録)。 
(4)浪曲が録音されるようになってからこん
にちまでに録音された音盤の一部を対象と
した音楽学的分析を行い，現在伝承されてい
るような三味線の諸旋律型が浪曲揺籃期か
ら一貫して使われてきたのかどうかについ
て考察した(分析；史的展開という観点を導
入した上での理論化)。 
 
４．研究成果 
(1)本研究独自の用語とそれらを使用する理
由について，以下に述べる。 
①現在，浪曲の一席を構成する「部分」に関
しては，それに対応する三味線の旋律型が存
在しないと見なされているものと，存在する
と見なされているものがあることが，フィー
ルドワークから明らかになった。前者はたと

えば｢落とし｣であり，後者は，「節」の各種
別と「弾き出し」（前奏）である。セリフ部
分の「啖呵」は，「節」よりもゆるやかであ
るが，陰の手として他の三味線音楽からの引
用が使われる場合，詞章内容に応じた旋律型
が使われる。本研究では，現在，それに対し
て対応する三味線の旋律型が存在すると見
なされている「部分」，すなわち｢節｣の各種
別，「弾き出し」，｢啖呵｣を［構造単位］と呼
ぶこととした。この語を使うなら，浪曲三味
線の伝承は，現在，［構造単位］ごとの旋律
型を師匠が弟子に教授する形で実践されて
いる。 
②1900 年頃からの浪曲をめぐる先行文献で
しばしば言及されてきた，「関西節」「関東節」
という浪曲の二つの様式を，［地域様式］と
呼ぶこととした。 
③「関東節」の語には，様式を表す意味と，
当該様式で使用される特定の「節」の種別を
表す意味の両方がある。すなわち，［地域様
式］を表す広義の意味と，［構造単位］を表
す狭義の意味がある。広義の意味での「関東
節」の演者は関西ではごく近年まで活動して
こなかった事情もあり，浪曲関係者が使用す
る「関東節」の語は，どちらの語意で使用さ
れているかが曖昧な場合が少なくない。①②
の用語を用いることによって，この状況を多
少なりとも整理できる。 
 
(2)浪曲の三味線演奏に関して，伝承者から
被伝承者に教授される［構造単位］ごとの旋
律型の種別は，第一に「関西節」と「関東節」
では異なり，第二に関西地域と関東地域では
異なり，第三に，音楽的にみて同様の［構造
単位］であっても関西地域と関東地域で呼称
が異なる場合がある。主要な［構造単位］を
表 1に一覧として示す。 
 
表 1 対応する旋律型があるとして三味線が
伝承されている［構造単位］の一覧 
［地域
様式］ 

［構造単位］の 
名称 

伝承の地域と 
補足 

関西節 「弾き出し」 関西・関東 
「キッカケ」 
 
｢地節｣ 

関東 
 
関西 
(自由リズムの
節，関東と関西
で呼称が異な
る) 

「キザミ」 
  
 「地節」 

関西，一部関東 
 
関東 
(等価の拍に乗
る節の基本形。
関東と関西で
呼称が異なる) 

「ウレイ節」 関西・関東 
(等価の拍に乗
る節の一種別。



関東地域では
半音の使用が
特徴的だが，関
西地域では必
ずしもそうで
はない場合が
ある) 

 「セメ」 関西・関東 
(詞章が旋律を
形成すること
なしに拍に乗
り語られる節) 

「早節」 関西・関東 

「ウレイ早節」 関東 

「浮かれ節」 関西・関東 

「バラシ」 関西・関東(関

西では｢大阪バ

ラシ ｣ の よ う

に，対応する三

味線の旋律型

があると見な

されているも

のがある。関東

では，一席の主

として終盤で，

詞章をたたみ

かけてゆく部

分をさし，必ず

しも特定の三

味線の旋律型

と対応はしな

い) 

関東節 

 

 

 

 

 

 

弾き出し 関東 

「キッカケ」 関東 

「（狭義の）関東

節」 

関東 

「アイノコ」 関東 

「セメ」 関東 

「言葉ゼメ」 関東 

関 西

節・関

東節 

啖呵 陰の手として

使用する他の

三味線音楽か

らの借用旋律

型が関西，関東

で伝承されて

いる 
 
 これらの諸旋律型については，五線譜への
採譜を行ない，楽譜ソフトを使用したデータ
化を行なった。 
 
(3)｢赤垣源蔵｣をテーマとする史的音盤を分
析対象とし，使用されている三味線の旋律型
を，現在伝承されている［構造単位］ごとの
旋律型と比較考察した（※二代吉田奈良丸，
※桃中軒雲右衛門，※二代東家楽遊，※一心
亭辰雄，初代京山小円，初代宮川左近，桃中

軒如雲，吉田奈良友，桃中軒新右衛門，東家
楽燕，京山華千代，雲井式部，東家楽雲，※
東家左楽遊，大洋州呑海，筑波雲，吉田天風，
三代吉田奈良丸，※初代春日井梅鶯，初代京
山小円嬢，二代天中軒雲月，吉田日の丸，三
代京山小円，※酒井雲，※国本武春，※菊地
まどか）。※を付したものについては一席全
体（声および三味線）を採譜し，楽譜ソフト
を使ってデータ化した。 
分析結果の要点は，以下の通りである。 
①浪曲が録音されるようになった早期から，
浪曲三味線の演奏には，次の二点の特徴を見
出すことができた。 
①-1「節」を自由リズム(等価の拍に乗ら
ないリズム)の節と，等価の拍に乗る節の
二種に区分でき，両者では三味線演奏が異
なる役割を果たしている点。具体的には，
前者での三味線は，おもに声が織り成す節
と節の合間に合いの手を入れ，後者では，
声の背後で拍に乗る旋律型を奏するやり
かたがとられる。 
①-2 演奏過程において，特定の小旋律型
を一席のなかでしばしば用いるというや
りかたがとられる点。 
②上記二点は，時代の推移とともに次のよう
な展開を見せたと考えられた。 
②-1 自由リズムの節と等価の拍に乗る節
とで，三味線演奏が異なる役割を果たす，
という特徴については，時代が進むにつ
れ，伸縮する拍による節での三味線は合
いの手を入れることに徹し，等価の拍に
乗る節での三味線は拍に乗せた旋律を声
の背後で奏する，という，「節」のリズム
上の性格の相違に対応した分化が徹底し
てゆく傾向がみられた。 
②-2 特定の小旋律型を一席のなかでしば
しば用いる点については，二つの［地域
様式］，すなわち「関西節」と「関東節」
では，異なる展開を見せてきたと考えら
れた。 
「関西節」に関しては，1910 年代の雲
右衛門や奈良丸の浪曲では，三味線奏者
が独自の小旋律型を，伸縮する拍による
節と等価の拍に乗る節の区別をほとんど
行なわずに，一席全体を通して使いまわ
す，というやりかたが見られた。1920 年
代に入ると，一方で，現在伝承されてい
る「キザミ／地節」（等価の拍に乗る節の
基本形）の三味線の「手」に含まれる小
旋律型の使用が見られるようになるとと
もに，他方で自由リズムの節の合いの手
に，現在伝承されている「地節／キッカ
ケの【受け】」に含まれる小旋律型の使用
が見られるようになった。 
これに対して「［地域様式］としての関
東節」の浪曲における等価の拍に乗る節
では，ある程度定型的な複数の小旋律型
を，変形もさせながら使用してゆくやり
かたが 1910 年代から見られ，それらの小
旋律型の中には，現在伝承されている



「［構造単位］としての関東節」と同様の
小旋律型も含まれていた。 
「関西節」の等価の拍に乗る節に関して
は，いわば「基本形」にあたる「キザミ
／地節」の旋律型がある程度確立され，
奏者を超えて使用されるようになるのと
並行して，特性の異なる［構造単位］に
それぞれ対応するような旋律型が形成さ
れる，という展開が見られた。形成は一
気にではなく徐々に，また［構造単位］
ごとに個別に，行なわれていったと考え
られた。 
 
（4）以上を総合すると，浪曲における三味
線演奏は，浪曲が録音されるようになった早
期からもたれていた二点の特徴，すなわち，
一点目に，伸縮する拍による節と等価の拍に
乗る節とで，三味線演奏が異なる役割を果た
すという点，二点目に，演奏過程において，
特定の小旋律型を頻用する点，を基底に置き
ながら，時代の推移のなかで変化し，こんに
ちに至っていると考えられた。変化の方向性
は，第一に，異なる奏者間を横断して，ある
程度共通した旋律型が使用される方向，第二
に，[構造単位]ごとに異なる特性をもつよう
な「手」が使用される方向である。 
 
 以上の研究成果は，第一に，浪曲において
関係者により現在使われている各種用語を
整理し，今後の研究のためのたたき台を作っ
た点，第二に，浪曲三味線の各種旋律型を採
譜・データ化して，今後の研究のための基礎
資料を提供した点，第三に，明治以降に誕生
し，口頭で伝えられてきた浪曲の様式変化と
いう視点を差し出して，広く演奏様式の固定
性と流動性の両方に着眼する研究に貢献し
うる点で意義をもつ。 
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